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本講演では，以下の Kirchhoff 型方程式に対する特異摂動問題を考察する:

(E) − ε2m
(
ε2−N∥∇u∥2L2

)
∆u+ V (x)u = f(u) in RN , u ∈ H1(RN), u > 0 in RN .

ただし N ≥ 1, m ∈ C([0,∞),R), V ∈ C(RN ,R), f ∈ C(R,R) は与えられた関数, ∥∇u∥2L2 :=∫
RN |∇u|2dx とし, 0 < ε ≪ 1 はパラメータとする．方程式 (E)の特徴として，項 m(ε2−N∥∇u∥2L2)

による非局所効果が挙げられる. また，関数m(s)が正定数と恒等的に等しい場合 (m(s) ≡ const. >

0), 方程式 (E)は非線形 Schrödinger 方程式に対する特異摂動問題となることに注意する．この意
味で方程式 (E)は非線形 Schrödinger 方程式を含むようなものである．
先行研究 [4–6]では, N = 3, m(s) = a + bs (a, b > 0) かつ f(s) に対して s 7→ s−3f(s) の単調

増加性等を仮定し，関数 V (x) の最小点や極小点に凝集する (E)の解の存在が示されている.

本講演の目的は非線形項 f として [1] において扱われているような非常に一般的なものに対して
(E)の凝集解が存在するかを考察することである．特に，関数 V (x) の極小点に凝集する解に興味
がある．さらに，関数 m(s) が１次関数以外の場合も扱い，次元についても３次元に限定せず，一
般の次元において考察する．
本講演で扱うことができる m(s) や f(s) の例としては次が挙げられる: f(s) = |s|p−1s (1 < p <

(N + 2)/(N − 2)+),

m(s) = a0 +
k∑

i=1

ais
qi , 0 < a0, 0 ≤ ai (1 ≤ i ≤ k), 0 < q1 < q2 < · · · < qk <

2

(N − 2)+
.

特に 1 ≤ N ≤ 3 とすると f(s) = |s|p−1s, 1 < p < 3, m(s) = a+ bs の場合が含まれる.

証明は，[2, 3] の議論に沿って行う．そのために，定数係数 Kirchhoff 型方程式の最小エネルギー
解を峠の定理により特徴付ける．その際にどのような条件を m(s) に課せば良いかを考察する．
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